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9月定例会 ハイライト
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前
９
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縮
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額
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す
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す
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委
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の
廃
止
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◀P11

予算審査の詳細は◀P12

決算審査の詳細は◀P9

市立石部図書館
市立石部文化ホール
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�

議
長
　
堀
田
　
繁
樹

今
年
の
夏
は
、
猛
暑
日
が
長
期

間
続
き
、
市
民
の
皆
様
も
暑
さ
対

策
に
は
苦
慮
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
台
風
や
局
地
的
な

大
雨
に
よ
る
災
害
が
全
国
各
地
で

発
生
を
し
て
い
ま
す
。
湖
南
市
で
は
被
害
は
少
な
い
も
の

の
、
市
は
も
と
よ
り
各
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
得
な
が
ら
万
一
の
発
災
に
備
え
た
対
策
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

秋
に
入
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
も
各
地
域

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
書
の
秋
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
、
市
で
は
甲
西
・
石
部
図
書
館
の
２
館
で
運

営
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
に
策
定
し
た
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
等
に
基
づ
き
甲
西
図
書
館
の
１
館
体
制
に
す

る
計
画
で
す
。
９
月
議
会
に
石
部
文
化
ホ
ー
ル
と
併
せ
て

５
年
度
末
で
廃
止
す
る
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
で
は
、
図
書
館
の
今
後
の
在
り
方
や
西
庁
舎

周
辺
整
備
及
び
小
規
模
多
機
能
自
治
基
本
構
想
に
基
づ
く

石
部
地
域
の
計
画
が
明
確
に
説
明
で
き
て
い
な
い
等
の
意

見
が
あ
り
、
両
議
案
と
も
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
議
論
を
深
め
な
が
ら
次
の
議
会
定
例
会
ま
で
の
審
査

と
な
り
ま
す
。

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
策
と
し
て
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
現
在
中
学
生
以

下
の
医
療
費
が
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
滋
賀
県
の
提
案

方
針
で
は
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
は
県
が
全
額
負
担
、
小
・

中
学
生
は
市
町
負
担
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
議
会
か
ら
県

に
対
し
、
す
べ
て
県
と
市
が
応
分
の
負
担
と
す
べ
き
・
国

の
地
方
へ
の
医
療
費
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

議
長
コ
ラ
ム

分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第５２号
湖南市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類
感染症になったことを受け、感染症防疫作業手当の特例につ
いて、所要の改正を行うもの。

◎

議案第５３号
湖南市立図書館条例の一部を改正する条例の制定につい
て
湖南市立図書館の統廃合等に伴い、所要の改正を行うもの。

継
続
審
査

議案第５４号
湖南市文化ホール条例の一部を改正する条例の制定について
湖南市文化ホールの統廃合等に伴い、所要の改正を行うも
の。

継
続
審
査

議案第５５号
湖南市リサイクル施設条例の一部を改正する条例の制定について
市民のリサイクル活動を促進し、施設の利用拡大を図るため、
リサイクル施設の使用等について、所要の改正を行うもの。

◎

議案第５６号
湖南市地区計画の区域内における建築物の制限に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
菩提寺広野地区において、地区計画制度を活用した開発事
業の申し出を受けたことによる都市計画決定に伴い、地区計
画の区域内における建築物の制限に関する事項の追加およ
び建築基準法施行令改正に伴う条番号のずれ等の修正に
ついて、所要の改正を行うもの。

◎

予　
　

算

議案第５７号
令和５年度湖南市一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出それぞれ３億8,596万９千円を追加し、補正後の額を
234億2,494万３千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
普通交付税　　　　　　　　　 １億9,415万６千円
財政調整基金繰入金　　　　 ▲３億5,846万９千円
繰越金　　　　　　　　　　　　４億876万３千円

【歳出予算の主な補正内容】
地域脱炭素移行・再エネ推進補助金　2,260万１千円
財政調整基金積立　　　　　　　　２億6,000万円
後期高齢者医療特別会計繰出金　  ▲458万７千円

◎

議案第５８号
令和５年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ8,905万円を追加し、補正後の額を53億
2,053万２千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
特別交付金　594万円、普通交付金返還金　4,730万８千
円、繰越金　3,580万２千円

【歳出予算の主な補正内容】
一般管理費　594万円、保険給付費等交付金償還金　
4,730万８千円、積立金　3,580万２千円

◎

９月議会定例会　議決結果
分類 議　案　名　等 結果

予　
　

算

議案第５９号
令和５年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算
（第１号）
歳入歳出それぞれ5,109万４千円を追加し、補正後の額を５億
3,296万５千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】繰越金5,209万４千円
【歳出予算の主な補正内容】積立金246万６千円

◎

議案第６０号
令和５年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ1,251万２千円を追加し、補正後の額を11
億3,332万円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
保健事業費繰入金　▲458万７千円、一体的実施受託事業
収入　55万６千円、　雑入　395万２千円、繰越金　1,259
万１千円

【歳出予算の主な補正内容】
後期高齢者医療広域連合納付金　1,239万９千円、保健事
業費　▲７万９千円、　償還金及び還付金　19万２千円

◎

議案第６１号
令和５年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ１億8,139万８千円を追加し、補正後の額を
41億3,743万９千円とするもの。

【歳入予算の主な補正内容】
介護給付費準備基金繰入金　5,301万７千円、繰越金　
１億2,838万１千円
【歳出予算の主な補正内容】
介護給付費等返還金　１億1,642万８千円

◎

議案第６２号
令和５年度湖南市下水道事業会計補正予算（第１号）
資本的収入を3,260万円減額し、補正後の額を13億6,437
万８千円とするもの。

（資本的収入および支出）
【収入予算の主な補正内容】
企業債　　　　　6,590万円
国庫支出金　　▲9,850万円

◎

決　
　

算

議案第６４号
令和４年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額　　  23,463,703,227円
歳出総額　　  22,861,462,961円
歳入歳出差引　　602,240,266円を翌年度へ繰越

〇

議案第６５号
令和４年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について
歳入総額　　  5,193,663,306円
歳出総額　　  5,137,860,444円
歳入歳出差引　　55,802,862円を翌年度へ繰越

〇
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分類 議　案　名　等 結果

決　
　

算

議案第６６号
令和４年度湖南市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出
決算の認定について
歳入総額　　　 568,291,706円
歳出総額　　　 516,097,591円
歳入歳出差引　　52,194,115円を翌年度へ繰越

◎

議案第６７号
令和４年度湖南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について
歳入総額　　  1,142,011,523円
歳出総額　　  1,126,012,817円
歳入歳出差引　　15,998,706円を翌年度へ繰越

〇

議案第６８号
令和４年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について
歳入総額　　　 4,053,934,163円
歳出総額　　　 3,924,552,765円
歳入歳出差引　　129,381,398円を翌年度へ繰越

〇

議案第６９号
令和４年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計決
算の認定について
収益的収入総額　48,779,522円
収益的支出総額　49,123,538円
純利益　　　　　▲344,016円

◎

議案第７０号
令和４年度湖南市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について
収益的収入総額　1,385,372,095円（税抜）
収益的支出総額　1,327,515,324円（税抜）
純利益　　　　　  57,856,771円
資本的収入総額　 374,819,344円（税込）
資本的支出総額　 621,591,449円（税込）
収支不足額　　　 246,772,105円

（消費税資本的収支調整額と過年度損益勘定留保資金で
補塡）

◎

議案第７１号
令和４年度湖南市下水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について
収益的収入総額　1,637,742,044円（税抜）
収益的支出総額　1,593,958,752円（税抜）
純利益　　　　　　 43,783,292円
資本的収入総額　1,092,949,390円（税込）
資本的支出総額　1,765,058,245円（税込）
収支不足額　　　  672,108,855円

（消費税資本的収支調整額と過年度及び当年度損益勘定
留保資金、建設改良積立金で補塡）

◎

分類 議　案　名　等 結果

そ
の
他

議案第７２号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
令和５年12月31日に人権擁護委員の任期が満了することに
伴い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会に
意見を求めるもの。

◎

議案第７３号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
令和５年12月31日に人権擁護委員の任期が満了することに
伴い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会に
意見を求めるもの。

◎

議案第７４号
旧慣使用権の廃止について
湖南市菩提寺東一丁目1608番１の土地について、民間事業
者に売払うため、地方自治法第238条の６の規定により旧慣使
用権を廃止するにあたり、議会の議決を求めるもの。

◎

議案第７５号
旧慣使用権の廃止について（追認）
湖南市吉永字東代251番の一部の土地について、青少年自
然道場事業用地として利用するため、地方自治法第238条の
６の規定により議会の議決を経て旧慣使用権を廃止する必
要があったが、昭和59年度に手続きができていなかったため、
追認の議決を求めるもの。

◎

議案第７６号
市道路線の認定について
認定路線３路線

◎

議案第77号
農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
現在１名欠員となっている農業委員会委員の任命について、
農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）第８条
第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第７８号
副市長の選任につき同意を求めることについて
地方自治法第162条の規定に基づき副市長の選任について
同意を求めるもの。

◎

請
願

請願第２号
「インボイス制度の実施の延期を求める意見書」を政府に送
付することを求める請願書

×

請願第３号
物価上昇に見合う老齢年金等の改善を求める請願 〇

意
見
書

意見書第５号
子どもの医療費助成拡充に伴う財政負担に関する意見書 ◎

意見書第６号
滋賀県立小児保健医療センターのベッド削減の中止を求める
意見書

×

意見書第７号
物価上昇に見合う老齢年金等の改善を求める意見書 〇

※◎全会一致で原案可決・採択　　○賛成多数で原案可決　　×反対多数で否決

令和５年９月湖南市議会定例会　提出案件（賛否）
○：賛成　●：反対

議案番号 件　　　　名

会派きずな
日本共産
党湖南市
議員団

湖南市
公明党
議員団

無会派

森
　
　
　
　
淳

望

月
　

卓

上
野
　
顕
介

藤
川
　
み
ゆ
き

大
島
　
正
秀

奥
村
　
幹
郎

中
土
　
翔
太

永
田
　
誠
治

松
井
　
圭
子

川
波
　
忠
臣

細
川
　
ゆ
か
り

副
田
　
悦
子

赤
祖
父
　
裕
美

松
原
　
栄
樹

加
藤
　
貞
一
郎

請願第２号 「インボイス制度の実施の延期を求める意見書」を政府
に送付することを求める請願書 ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ●

請願第３号 物価上昇に見合う老齢年金等の改善を求める請願 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ●

議案第64号 令和４年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

議案第65号 令和４年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

議案第67号 令和４年度湖南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

議案第68号 令和４年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

意見書第６号 滋賀県立小児保健医療センターのベッド削減の中止を
求める意見書 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ● ●

意見書第７号 物価上昇に見合う老齢年金等の改善を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇
※議長は採決に加わりません。
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本 会 議 で の 議 案 の 討 論
議案第64号

令和４年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定について
藤川みゆき議員から賛成討論、川波忠臣議員から反対討論がありました。

議案第65号

令和４年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
上野顕介議員から賛成討論、川波忠臣議員から反対討論がありました。

議案第68号

令和４年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
上野顕介議員から賛成討論、川波忠臣議員から反対討論がありました。

　小規模多機能自治検討特別委員会の報告を申し上げます。
　本特別委員会は、令和５年３月湖南市議会定例会で、小規模多機能自治の基本構想に基づき推進される地域ま
ちづくりや、本市にとって最もふさわしい自治の在り方について調査、研究および審査を目的に設置されました。
　令和５年２月22日を皮切りに、同年８月24日まで計７回の委員会を開催し、調査、研究および審査を進めた
結果、その設置目的を一定達成したものと認識し、本特別委員会を廃止するにあたり、協議内容を報告いたします。
　本特別委員会では、本年３月定例会で議決した「湖南市版小規模多機能自治基本構想」に基づき、市内の中学
校区に設置予定の（仮称）小規模多機能自治センターの取り扱い業務、つまり市内の４拠点で実施される市民サー
ビスや、小規模多機能自治を進めるうえで関連する計画等の整合性の観点から、「庁舎整備計画（東庁舎および
西庁舎周辺整備を含む）」や「湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画」を主に議論を進めて参りました。
　本特別委員会の設置期間中には、執行部による「地元説明会」や「タウンミーティング」も開催され、多くの
市民の皆様や本特別委員会委員を含む多くの議員も参加されました。市民の皆様の疑問や意見は本特別委員会に
報告され、多数の委員からも「執行部の説明では理解しにくい」、「具体的な内容に乏しい」、「区・自治会やまち
づくり協議会の担い手不足」など、市民の皆様と同様の意見がありました。
　また、小規模多機能自治に関連する「庁舎整備計画」は、令和５年度及び令和６年度の２か年をかけ策定予定
であり、本年度末に中間まとめ、令和７年１月に取りまとめとのスケジュール案が示され、本特別委員会として
直ちに協議する事項は少ないとの認識に至りました。
　同じく、小規模多機能自治に関連する「湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画」では、石部文化ホール
及び石部図書館の廃止と、同施設が所在する石部文化総合センターの解体について報告がありましたが、石部図
書館の廃止に至る経緯の説明や、両施設が廃止された場合の石部文化総合センターの除却・解体の経緯説明が不
明瞭であり、さらに両施設と小規模多機能自治との関連性の説明も乏しい状況から本特別委員会での調査継続に
疑問が生じました。
　そして、全委員が本特別委員会の最重要協議事項との共通認識を持つ「４拠点で実施される市民サービス」、
即ち「行政事務の分散化と集約化の仕分け結果」については、多くの委員が早期の結果報告を求めてきたなか、
ようやく、本年８月17日に開催した第６回委員会で報告されましたが、（仮称）小規模多機能自治センターでの
業務となる可能性のある「分散化事業」が全体の８％に止まり、しかもその大部分が健康福祉や学校教育関係で
あり、中学校区ごとに設置される（仮称）小規模多機能自治センターで実施される住民サービスの展開が、全委
員の想定や期待に反する報告内容でした。
　以上の協議内容から、全委員において、本特別委員会の設置目的は一定達成したものとの認識に至りました。
　また、本特別委員会設置目的の一つである「提言」については、
　⑴　�各地域の（仮称）小規模多機能自治センターにおける住民サービスの向上をめざすこと。
　⑵�　「湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画」については、小規模多機能自治との関連性や施設の方向

性の決定およびその経緯を明確にするとともに、逐一、議会へ報告すること。
　⑶�　「湖南市庁舎整備基本計画」の「湖南市東庁舎周辺整備計画」との関連性を明確にするとともに、計画の

進捗状況を議会へ報告すること。
　⑷�　湖南市版小規模多機能自治を推進するにあたり、職員の認識を深めるとともに、執行部内の情報共有に努

めること。
　⑸　�小規模多機能自治のビジョンを明確にし、市民に分かりやすく説明すること。
以上の５項目に決定いたしました。
　なお、本特別委員会廃止後において、石部図書館や石部文化ホールなどの個別施設計画の関連条例が提案され
た場合には、小規模多機能自治との関連性を踏まえた審議に努めること。また、「湖南市庁舎整備基本計画」に
ついては、同計画の進捗状況を鑑みて、新たな特別委員会の設置も視野に状況把握に努めることを全委員が確認
したことを申し添え、報告といたします。

小規模多機能自治検討特別委員会　委員長報告

小規模多機能自治検討特別委員会の廃止について
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意見書第５号
子どもの医療費助成拡充に伴う財政負担に関する意見書

　知事が「県内どこに住んでいても等しく医療サービスを受けられる仕組みが望ましい」と述べ、県として医
療費助成制度の対象を18歳まで引き上げると表明した。子どもの医療費助成は、少子化対策・子育て支援策と
して有効な政策であり、全国的にも拡充が拡がっている。本来は「異次元の少子化対策」を強調する国の政策
として、財政的にも下支えをすることが望ましい。
　今回の知事提案は、「就学前の子ども」に対しては現行通り県と市町が２分の１負担で完全無料、「15歳から
18歳まで」は、１レセプト500円の自己負担を前提としながら県が全額負担、残る小・中学生については、市
町の負担とする考えを示している。
　知事提案に対して、県内市町の首長からは「ゼロ歳児から18歳まで、県と市町が連携して負担するべき」と
の声が多く出されている。
　そこで、以下の対応を求める。

記
１．県が小・中学生を含めて18歳までの医療費を負担する（県が２分の１、市町が２分の１）。
２．地方自治体の医療費助成について国の財政支援を求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和５年９月１日

提出先　滋賀県知事

全員賛成で可決
奥村幹郎議員から賛成討論がありました。

意見書第６号
滋賀県立小児保健医療センターのベッド削減の中止を求める意見書

　滋賀県は、第五次滋賀県立病院中期計画のなかで、「令和７年１月に総合病院と小児保健医療センターを統
合し、一体的に運営すること」をめざし、今年度中にその整備計画の再検討を行う、としている。 そのなか
で現在100床ある小児保健医療センターの病床数を38床程度に減らす計画が具体化されようとしている。
　1994年に開院した小児保健医療センターは、 滋賀県唯一の小児専門病院として、一般医療施設で対応が困難
な重度障がい児の専門的な医療ケアなどを提供するなど、医療・保健・療育・福祉サービスの中核機関として、
子どものいのちと健康を守る中心的役割を果たしてきた。また、新型コロナウイルス感染症のもとでは、障が
い児のためのコロナ病床も確保してきた。第五次中期計画の基本方針には「命と健康を守り、県民に信頼され
る病院」を基本理念としている。
　今回の病床削減は、この基本理念にも逆行するものであり、保護者からも「難治・慢性疾患の子どもをもち、 
こちらの病院でしか診ていただけない子どもが大半いる」「何も知らされないまま、 病床削減されたら困る」
などの声があがっている。病院事業庁は病院職員に病床削減案を説明されたが、 入院治療している子どもらの
保護者や県民には、全体計画を明らかにしていない。 
　政策医療・不採算医療だからこそ、県が担う役割が大きい。
　よって、小児保健医療センターのベッド削減計画は中止すること。 また検討内容を県民に説明し、広く意
見を聞く機会を設けること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和５年９月１日

提出先　滋賀県知事

賛成少数で否決

藤川みゆき議員から反対討論、松井圭子議員から賛成討論がありました。

※�反対討論において、上記の文面には「100床ある小児保健医療センターの病床数を38床程度に減らす計画と書かれている
のですが、滋賀県議会の令和２年11月県議会定例会議厚生・産業常任委員会で報告された資料に基づきますと、38床では
なく、68床と記されているので、意見書にある削減数の誤り」との指摘がありました。
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意見書第７号
物価上昇に見合う老齢年金等の改善を求める意見書

　2019年６月の金融庁審議会報告「老後の生活資金2000万円不足問題」や８月発表の「財政検証」による「基
礎年金が30年で３割減」、「厚生年金の給付水準 2047年度には２割減に」との報道（2019年８月28日付新潟日報、
朝日新聞）は、年金生活者をはじめ多くの国民に衝撃を与えた。年金だけで暮らしている高齢者は57.2%（内
閣府「令和２年度高齢者の生活と意識に関する国際比較調査結果」）もいる。その中で老齢基礎年金だけで生
活している高齢者もおり、納付期間25年以上で月平均5.2万円である。納付期間25年未満では月約1.9万円です。
衣食住すべての分野で切り詰めた生活をしても、この金額では生活することは不可能である。この数字をみれ
ば、若い世代も老後の将来展望をもつことはできない。
　相次ぐ年金削減により、生活保護世帯へ移行する高齢者も増えてきている。生活保護受給者に占める高齢者
の割合は55.1%にもなっている。（厚生労働省「月次被保護者調査」2021年１月）高齢者の生活保護世帯への移
行は、自治体の財政を圧迫するようになっている。一部には、約10年間で生活保護費が５倍以上になった自治
体もあるなど、年金削減が自治体の財政を圧迫している。
　さらに、年金はそのほとんどが消費に回る。相次ぐ年金削減で地方経済は冷え込み、地方財政にも深刻な影
響を与えている。
　高齢者が安心して暮らせる年金、若い世代が安心できる年金が求められている。そのためには、物価上昇に
見合う、年金の引き上げが求められる。
　よって、下記事項の実現を強く求める。

記
一、若者も高齢者も安心して老後を暮らせるように、物価の上昇に見合う老齢年金等の支給額の改善を行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和５年９月26日

提出先　内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、衆議院議長、参議院議長

賛成多数で可決

請願第２号
「インボイス制度の実施の延期を求める意見書」を政府に送付することを求める請願書

【請願趣旨】
　新型コロナ禍と物価高騰の影響により中小事業者の経営困難が続く下で、2023年10月からインボイス制度

（適格請求書等保存方式）が実施されようとしています。
　このインボイス制度が実施されれば、インボイスの発行が出来る、出来ないで、これまで長い間一緒に苦労
して仕事を続けてきた取引先や外注との関係を壊してしまうことになります。また場合によっては、一方的な
取引排除や値引きの強要、そして中小業者には、新たな実務負担と納税負担を押し付けられることになり、中
小業者・フリーランスは、廃業の危機に追い込まれかねません。建設業などでは、取引先に簡単に登録してと
はなかなか言えません。これまで長い間一緒に仕事をしてきた外注さんや業者仲間に消費税の課税事業者に
なってあらたな実務負担と納税負担を押し付けることになるからです。
　いま中小企業団体をはじめ、税理士団体、文化・芸術団体、シルバー人材センターなど多くの団体やフリー
ランスのグループが「凍結」「延期」「見直し」を表明しています。新型コロナ危機を克服し、新しく構築す
べき経済・社会においても、地域に根ざして活動する中小業者の存在が不可欠です。「税制で商売をつぶすな」
の願いを込め、以下の事項を請願するものです。

【請願事項】
１、インボイス制度の実施の延期を求める意見書を政府に送付していただくこと。

賛成少数で不採択

請願第３号が採択され、委員会から提案されました。
請願の段階で永田誠治議員から賛成討論がありました。

大島正秀議員から反対討論がありました。
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令和４年度一般会計・特別会計・企業会計決算
８会計の決算をすべて認定

一般会計と４つの特別会計および３つの企業会計の各決算について、予算が計画的かつ効果的に執行され
たか慎重に審議を行いました。審議にあたっては執行部との間で、多岐にわたって詳細な質疑応答が交わさ
れました。活発な審議の結果、その内容を適正なものと認め、いずれの会計決算も認定しました。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額 結果
一 般 会 計 234億6370万3227円 228億6146万2961円 6億224万266円 〇

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 51億9366万3306円 51億3786万444円 5580万2862円 〇
国民健康保険診療所特別会計 5億6829万1706円 5億1609万7591円 5219万4115円 ◎
後期高齢者医療特別会計 11億4201万1523円 11億2601万2817円 1599万8706円 〇
介 護 保 険 特 別 会 計 40億5393万4163円 39億2455万2765円 1億2938万1398円 〇

企
　
業
　
会
　
計

訪問看護
ステーション
事業特別会計

収益的収支 4877万9522円 4912万3538円 ▲34万4016円
◎

資本的収支 0円 0円 0円

水道事業会計
収益的収支 15億877万8212円 14億1255万4888円 9622万3324円

◎
資本的収支 3億7481万9344円 6億2159万1449円 ▲2億4677万2105円

下水道事業会計
収益的収支 17億2693万9116円 16億5530万2918円 7163万6198円

◎
資本的収支 10億9294万9390円 17億6505万8245円 ▲6億7210万8855円

合　　　計 391億7386万9509円 390億6961万7616円 1億425万1893円
※◎全会一致で認定・可決　　　　　　○賛成多数で認定

議
案
第
64
号

主
な
質
疑

問　

決
算
総
括
に
つ
い
て

答　

不
用
額
等
精
査
し
た

中
で
最
終
的
に
剰
余
金
が

出
て
、
特
定
目
的
基
金
の

庁
舎
整
備
基
金
・
公
共
公

益
施
設
等
整
備
基
金
に
積

み
替
え
、
将
来
に
備
え
た

形
で
の
基
金
造
成
が
で
き

た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

評
価
で
き
る
決
算
で
あ
り
、

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
好

転
し
て
い
ま
す
。

問　

監
査
委
員
意
見
書
で
、

経
常
収
支
比
率
が
6.6
ポ
イ

ン
ト
上
が
り
、
こ
れ
は
高

い
数
値
で
硬
直
化
し
た
状

況
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
。

答　

一
般
的
に
経
常
収
支

比
率
は
、
70
～
80
％
が
理

に
つ
い
て

答　

新
規
採
用
職
員
が
４

名
で
そ
れ
以
外
は
再
任
用

職
員
が
５
名
で
あ
り
、
再

任
用
職
員
の
給
料
が
減
っ

て
い
る
た
め
の
違
い
で
す
。

問　

現
在
の
空
き
家
件
数

と
再
利
用
に
有
効
な
空
き

家
件
数
は
。

答　

令
和
５
年
８
月
末
現

在
で
、
市
内
に
７
２
９
件

の
空
き
家
が
あ
り
、
有
効

利
用
で
登
録
が
あ
る
の
が

２
件
、
そ
の
う
ち
１
件
が

交
渉
中
で
す
。

問　

女
性
活
躍
推
進
事
業

に
つ
い
て

答　

技
能
取
得
の
講
座

等
各
種
講
座
を
開
催
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習
会

は
令
和
２
年
度
か
ら
開
催

し
、
３
回
と
も
定
員
の
10

名
に
達
し
、
介
護
の
実
務

講
座
で
は
15
名
募
集
で
15

名
受
講
。
Z
O
O
M
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
は
、
30

名
中
10
名
の
応
募
で
し
た
。

問　

ガ
ス
代
、
電
気
代
、

燃
料
代
等
が
各
小
・
中
学

想
と
さ
れ
て
い
る
が
、
な

か
な
か
そ
の
中
に
入
っ
て

い
る
自
治
体
は
な
く
、
自

治
体
間
の
比
較
を
す
れ
ば
、

比
較
的
良
い
指
標
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問　

公
債
費
・
扶
助
費
の

義
務
的
経
費
の
増
加
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

答　

公
債
費
は
、
過
去
に

発
行
し
て
い
る
地
方
債
の

償
還
と
な
っ
て
お
り
、
元

金
償
還
額
も
減
っ
て
い
き

ま
す
。

問　

財
政
調
整
基
金
は
、

標
準
財
政
規
模
の
１
割
と

し
て
約
14
億
で
あ
る
が
、

決
算
で
実
質
的
に
約
24
億

に
な
っ
て
い
る
が
。

答　

当
初
予
算
編
成
に
お

い
て
４
億
円
の
取
り
崩
し

を
行
っ
て
お
り
、
一
般
財

源
が
不
足
し
た
場
合
に
活

用
し
て
い
ま
す
の
で
14
億

き
っ
ち
り
で
運
用
す
る
の

で
は
な
く
、
ゆ
と
り
を
持

た
せ
て
い
ま
す
。

問　

令
和
３
年
度
と
令
和

４
年
度
の
人
件
費
の
違
い

付託案件 ８件

決算
常任委員会
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校
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が

生
じ
て
い
る
理
由
は
。

答　

学
校
に
よ
っ
て
床
暖

房
や
ガ
ス
暖
房
器
具
が
使

用
さ
れ
て
い
た
り
、
エ
ア

コ
ン
に
燃
料
が
使
わ
れ
て

い
た
り
と
冷
暖
房
機
器
等

の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

問　

湖
南
市
単
独
で
執
行

し
て
き
た
施
策
を
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
た
か
、
令

和
４
年
度
の
決
算
を
受
け

た
上
で
、
分
析
し
、
次
年

度
へ
の
取
り
組
み
の
道
標

に
。

答　

単
独
事
業
で
あ
っ
て

も
効
果
が
あ
る
こ
と
を
示

し
た
上
で
、
国
・
県
に
働

き
か
け
て
い
く
と
い
う
方

法
も
一
つ
で
あ
り
、
い
か

に
少
な
い
費
用
で
最
大
の

効
果
を
得
る
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

反
対
討
論

　

原
油
価
格
や
物
価
の
高

騰
で
生
活
費
を
圧
迫
し
て

い
る
状
況
で
す
。
富
裕
層

へ
応
分
の
負
担
を
求
め
、

と
傾
向
に
つ
い
て

答　

後
期
高
齢
者
の
受
診

率
は
４
３
・
７
%
で
県
内

２
位
。
男
性
４
７
７
名
、

女
性
５
５
３
名
、
合
計
１
，

０
３
０
名
で
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
68
号

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
今
年
度
の
実
施
状

況
と
令
和
６
年
度
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

答　

各
支
所
の
機
能
が
よ

り
身
近
に
な
り
、
浸
透
し

て
き
て
お
り
、
相
談
件
数

状
況
も
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
以
降
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
を
完
全
委
託
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
４
カ
所
が
独

立
し
た
形
で
の
体
制
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問　

地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
で
令
和
４
年
度
が
０

件
の
理
由
に
つ
い
て

答　

高
齢
者
・
障
が
い
者

等
で
、
自
身
の
金
銭
管
理

な
ど
が
で
き
に
く
い
方
に

つ
い
て
社
会
福
祉
協
議
会

大
企
業
の
課
税
を
強
化
し
、

格
差
の
是
正
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
人
口
を
増
や
す
た

め
、
働
く
場
と
住
環
境
、

子
育
て
施
策
が
重
要
で
す
。

４
中
学
校
区
を
生
活
圏
域

と
捉
え
る
小
規
模
多
機
能

自
治
構
想
で
支
所
機
能
を

復
活
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、

各
拠
点
に
市
の
職
員
の
配

置
を
求
め
る
市
民
の
要
望

に
も
応
え
る
べ
き
と
思
い
、

否
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　

決
算
常
任
委
員
会
で
の

様
々
な
資
料
か
ら
見
て
取

れ
る
実
績
な
ど
は
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
な
が

ら
少
し
落
ち
着
き
の
あ
る

運
営
で
し
た
。
市
税
は
前

年
度
よ
り
2.9
％
増
と
い
う

決
算
額
で
見
込
み
額
よ
り

も
多
い
結
果
で
し
た
。
道

路
維
持
補
修
工
事
の
事
業

費
の
大
幅
な
増
額
で
通
学

路
の
24
の
要
望
箇
所
を
全

て
ク
リ
ア
、
道
路
環
境
の

改
善
に
も
一
定
の
成
果
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
不

で
管
理
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
契
約
に
基
づ
く
事
業

で
す
。
そ
ち
ら
に
結
び
付

い
た
件
数
が
０
件
で
し
た
。

反
対
討
論

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
給
付

が
増
え
れ
ば
、
比
例
し
て

介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て

い
く
仕
組
み
で
利
用
料
の

２
割
・
３
割
の
方
が
お
ら

れ
、
高
齢
者
の
負
担
能
力

を
超
え
て
い
ま
す
。
国
へ

の
国
庫
負
担
割
合
を
増
や

す
こ
と
、
内
容
の
改
善
を

要
求
し
つ
つ
、
地
域
で
高

齢
者
が
自
宅
、
施
設
ど
こ

で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
改
善
を
求
め

る
と
し
、
否
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
69
号全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
70
号

問　

水
道
代
滞
納
か
ら
給

水
停
止
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て

答　

基
本
的
に
は
督
促
状

を
送
付
、
次
に
給
水
停
止

安
定
な
社
会
動
向
の
中
、

限
ら
れ
た
予
算
と
人
材
で
、

事
業
を
遂
行
さ
れ
た
こ
と

は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
、

賛
成
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
65
号

問　

未
就
学
児
に
か
か
る

国
民
健
康
保
険
税
均
等
割

の
軽
減
措
置
の
実
績
は
。

答　

未
就
学
児
対
象
人
数

が
２
６
１
人
、
対
象
世
帯

数
は
２
０
４
世
帯
。
減
額

し
た
金
額
は
、
医
療
費

２
４
５
万
７
，
６
６
３
円

で
す
。

反
対
討
論

　

本
来
所
得
の
な
い
子
ど

も
の
数
を
均
等
割
算
定
に

入
れ
る
こ
と
自
体
お
か
し

く
、
国
・
県
へ
軽
減
率
拡

充
の
働
き
か
け
と
、
国
民

健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

も
訴
え
、
否
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
66
号全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
67
号

問　

健
康
診
査
の
受
診
率

の
文
書
通
知
を
行
い
、
そ

の
後
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば

給
水
停
止
に
な
り
ま
す
と

の
予
告
通
知
を
行
い
最
終

的
に
給
水
停
止
と
な
り
ま

す
。
そ
の
間
、
訪
問
も
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
、
１
，
６
２
８
件
で
約

３
，
６
５
４
万
円
で
す
。

問　

老
朽
化
し
た
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

答　

現
時
点
で
は
、
有
形

固
定
資
産
減
価
償
却
率
は
、

52
・
47
で
、
こ
れ
が
老
朽

化
率
を
示
し
、
法
的
耐
用

年
数
を
超
え
て
い
る
の
が

52
・
47
で
あ
り
、
残
り
の

約
48
%
を
こ
れ
か
ら
進
め

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

状
況
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定

議
案
第
71
号

問　

県
道
４
号
の
管
布
設

工
事
後
の
道
路
復
旧
工
事

に
つ
い
て

答　

仮
舗
装
を
行
っ
た
次

の
年
度
に
本
復
旧
工
事
を

行
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定
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議
案
第
52
号

　
こ
の
手
当
の
支
給
実
績

は
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

こ
の
特
例
の
支
給
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
と
の
答
弁

で
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
54
号

　
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。

議
案
第
74
号

　
溜
め
池
が
な
く
な
る
こ

と
に
よ
る
、
安
全
担
保
は

と
の
質
疑
に
対
し
て
、
排

水
等
安
全
の
担
保
は
、
開

発
要
件
の
中
で
の
条
件
づ

け
契
約
要
件
と
な
り
ま
す

と
の
答
弁
で
し
た
。
溜
め

池
と
し
て
の
経
過
は
と
の

質
疑
に
対
し
て
、
令
和
元

年
に
溜
め
池
を
使
わ
な
く

な
り
、
そ
の
用
途
廃
止
届

が
提
出
、
令
和
５
年
に
民

間
企
業
に
譲
渡
し
た
い
と

の
事
か
ら
、
旧
慣
使
用
権

付託案件　４件

総務常任委員会

付託案件　２件

福祉教育
常任委員会

　
議
員
定
数
と
議
員
報
酬

に
つ
い
て
審
査
を
し
ま
し

た
。

　
湖
南
市
議
会
の
変
遷
経

議
案
第
55
号

　
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
促

進
と
施
設
利
用
拡
大
の
た

廃
止
の
届
出
と
の
答
弁
で

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
75
号　

　

旧
慣
使
用
権
の
廃
止

（
追
認
）に
つ
い
て
、
必
要

な
議
決
が
取
れ
て
い
な
い

か
の
チ
ェ
ッ
ク
は
と
の
質

疑
に
対
し
て
、
全
て
の
検

証
は
出
来
て
い
な
い
現
状

で
す
。
今
後
は
、
旧
慣
使

用
権
の
補
償
金
の
支
払
い

を
す
る
際
、
議
決
結
果
を

添
付
す
る
形
を
、
考
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
現
在

地
籍
調
査
業
務
が
順
次
実

施
中
で
あ
り
、
不
明
瞭
な

村
中
名
義
の
土
地
に
公
共

施
設
が
あ
る
場
合
は
、
過

去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

で
し
た
。全

員
賛
成
で
可
決

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
と

研
修
室
の
使
用
を
無
料
と

し
て
き
た
が
、
施
設
使
用

料
適
正
化
指
針
と
受
益
者

負
担
の
原
則
か
ら
使
用
を

有
料
と
し
た
い
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
56
号

　
新
た
に
地
区
計
画
制
度

を
活
用
し
た
開
発
事
業
の

申
し
出
が
あ
り
、
菩
提
寺

広
野
地
区
地
区
整
備
計
画

区
域
の
追
加
を
行
う
も
の

で
す
。
地
域
は
、
商
業
地

域
と
住
宅
地
域
か
ら
な
り
、

地
盤
や
排
水
等
に
つ
い
て

は
、
住
宅
用
地
の
地
盤
は

１
ｍ
か
さ
上
げ
し
、
地
域

全
体
で
４
か
所
の
調
整
池

を
つ
く
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。全員

賛
成
で
可
決

議
案
第
76
号

市
道
３
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

請
願
第
２
号

反
対
討
論

　
消
費
税
の
取
り
扱
い
を

透
明
す
る
た
め
に
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
必
要
で
す
。

団
体
等
の
要
望
や
提
言
を

踏
ま
え
て
各
種
補
助
金
も

議
案
第
53
号

議員定数と報酬等
について

議会改革推進
特別委員会

産業経済
常任委員会

付託案件　４件

　
湖
南
市
石
部
図
書
館
を

令
和
６
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
廃
止
す
る
と
い
う

条
例
改
正
で
あ
る
が
、
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

様
々
な
観
点
か
ら
説
明
が

あ
り
、
整
理
し
て
明
確
に

し
た
上
で
時
間
を
取
り
、

よ
り
議
論
が
必
要
で
あ

る
等
の
理
由
か
ら
、
再
度
、

行
政
に
答
弁
を
求
め
る
こ

と
と
し
、
全
員
賛
成
で
継

続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
３
号

　

Ｐ
７
掲
載

　
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

で
賛
成
多
数
で
採
択

　
本
会
議
で
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
、
委
員
会
か
ら

意
見
書
を
最
終
日
に
提
案

し
、
賛
成
多
数
で
可
決

拡
充
さ
れ
、
予
定
通
り
制

度
移
行
を
実
施
す
べ
き
。

賛
成
討
論

　
免
税
事
業
者
や
小
規
模

の
事
業
者
に
と
っ
て
、
事

務
負
担
や
取
引
先
の
対
応

で
の
税
負
担
な
ど
、
中
小

事
業
者
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
賛
成
。

賛
成
少
数
で
不
採
択

閉
会
中
の
調
査
報
告

〇�

所
管
事
務
調
査（
８
月

８
日
）現
地
踏
査

・�

じ
ゅ
ら
く
の
里
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場

・�

Ｈ
Ａ
Ｔ　

施
設
の
活

用
・
稼
働
状
況
と
、
農

園
の
野
菜
等
栽
培
収
穫

と
計
画
・
販
売
等
に
つ

い
て

緯
に
つ
い
て
、
委
員
外
議

員
と
し
て
森
淳
議
員
を
招

聘
し
聴
取
を
行
い
ま
し
た

と
こ
ろ
、
合
併
時
は
両
町

あ
わ
せ
て
定
数
36
人
、
そ

の
後
随
時
減
少
し
平
成
25

年
か
ら
現
行
の
定
数
18
人

に
な
っ
た
こ
と
、
報
酬
に

つ
い
て
は
合
併
時
25
万
４

千
円
、
平
成
19
年
に
28
万

円
、
平
成
25
年
に
は
一
度

否
決
の
あ
と
35
万
円
と
な

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
５
万
～

６
万
人
の
市
の
全
国
平
均

は
、
定
数
19
人
、
報
酬
約

37
万
７
千
円
で
、
本
市
は

い
ず
れ
も
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
定
数
と
報
酬

に
つ
い
て
適
切
で
あ
る
、

増
加
す
べ
き
、
減
少
す
べ

き
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
が
合
意
見
解
は
な
く
、

今
秋
改
選
す
る
委
員
会
に

て
審
査
を
引
き
継
ぐ
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
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学校および公共施設の
� 防犯対策について

会派 きずな●永田　誠治 議員

小
・
中
学
校
の
防
犯
対
策

に
つ
い
て

問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て

答
　
正
面
玄
関
や
出
入
り

口
、
敷
地
内
の
死
角
と
な

る
よ
う
な
と
こ
ろ
な
ど
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在

も
学
校
の
改
築
や
大
規
模

改
修
時
に
合
わ
せ
て
、
整

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

防
犯
ブ
ザ
ー
（
ベ
ル
）

の
設
置
に
つ
い
て

答
　
全
校
に「
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
教
室
に
固
定
し
て
い

る
送
信
機
、
ま
た
は
携
帯

型
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
送
信
機

な
ど
、
学
校
に
よ
り
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
送
信
機

の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
教

室
の
近
く
の
回
転
灯
が
点

灯
し
、
サ
イ
レ
ン
が
校
内

に
一
斉
に
鳴
る
と
同
時
に
、

職
員
室
に
あ
る
受
信
機
に

信
号
が
届
き
、
緊
急
通
報

機
が
警
察
、
市
の
危
機
管

理
・
防
災
課
、
教
育
委
員

会
に
自
動
で
通
報
を
行
い

ま
す
。

問　

校
舎
敷
地
内
へ
の
出

入
り
対
策
に
つ
い
て

答
　
小
・
中
学
校
の
門
扉

は
、
児
童
生
徒
が
い
る
時

間
帯
は
常
時
閉
め
て
い
ま

す
が
、
施
錠
に
つ
き
ま
し

て
は
、
緊
急
車
両
が
入
れ

る
よ
う
に
な
ど
の
緊
急
時

対
応
の
た
め
、
施
錠
し
て

い
ま
せ
ん
。

市
役
所
、図
書
館
、文
化

ホ
ー
ル
な
ど
公
共
施
設
の

防
犯
対
策
に
つ
い
て

答
　
本
市
で
は
、
公
共
施

設
に
お
け
る
来
庁
者
や
職

員
の
安
全
確
保（
防
犯
）
に

関
す
る
危
機
管
理
に
つ
い

て
、「
公
共
施
設
に
お
け

る
不
審
者
侵
入
・
不
審
物

発
見
時
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
設
け
て
お
り
、

そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
防
犯
対
策
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

議
案
第
57
号

問　

市
が
管
理
す
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
修
繕
の
た

め
の
費
用
19
万
3
千
円
に

つ
い
て

答　

柑
子
袋
の
旧
町
の
境
、

県
道
4
号
沿
い
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
で
、
基
壇
の
部
分

が
欠
け
た
こ
と
に
よ
る
修

繕
費
用
。
制
作
者
の
権
利

が
優
先
さ
れ
対
応
は
難
し

く
、
非
常
に
費
用
が
か
か

る
。

問　

旧
柑
子
袋
会
館
解
体

工
事
費
７
，
1
4
5
万
6

千
円
が
高
額
な
こ
と
に
つ

い
て

答　

こ
の
金
額
は
ア
ス
ベ

ス
ト
が
含
ま
れ
る
こ
と
を

想
定
し
て
の
見
積
も
り
で

あ
り
、
今
回
ア
ス
ベ
ス
ト

付託案件 ６件

予算
常任委員会

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5

類
に
分
類
さ
れ
、
社
会
情

勢
も
通
常
に
戻
り
つ
つ
あ

り
、
一
時
保
育
の
利
用
状

況
も
増
加
に
転
じ
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
が
多
く
出
て

き
た
こ
と
を
受
け
て
の
対

応
で
す
。

問　

十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら

ポ
ン
プ
施
設
更
新
設
計
業

務
委
託
1
8
1
万
5
千
円

の
詳
細
に
つ
い
て

答　

ポ
ン
プ
施
設
の
老
朽

化
に
よ
り
、
1
台
の
故
障

が
判
明
し
た
た
め
、
今
年

度
は
設
計
の
み
実
施
す
る

増
額
補
正
で
す
。
ポ
ン
プ

は
合
わ
せ
て
3
台
あ
り
、

3
台
と
も
、
稼
働
開
始
か

ら
24
年
が
経
過
し
て
い
る
。

今
後
、
交
換
に
つ
い
て
は
、

設
計
業
務
委
託
の
中
で
最

善
の
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
58
号
か
ら
議
案
62
号

全
員
賛
成
で
可
決

が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
、
金
額
が

相
当
下
が
る
。
昨
年
も
設

計
で
、
な
か
な
か
契
約
に

至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
今

年
度
で
除
却
ま
で
完
了
し

た
い
思
い
で
、
概
算
で
算

出
し
た
。

問　

国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入

金
４
，
8
6
2
万
8
千
円

に
つ
い
て
余
剰
金
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

答　

令
和
4
年
度
決
算

に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
診
療
所
特
別
会
計

に
赤
字
補
填
と
し
て
6
，

0
0
0
万
円
の
繰
り
出
し

を
行
っ
て
お
り
、
不
用
と

な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
の

返
還
で
す
。
今
年
度
か
ら

こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を

し
て
い
る
。

問　

一
時
保
育
職
員
報
酬

費
の
増
額
に
つ
い
て
、
需

要
の
高
ま
り
の
要
因
に
つ

て答　

５
月
か
ら
新
型
コ
ロ
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問　

湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
費
補
助

金
８
千
万
円
の
活
用
策
と

し
て
、
無
料
乗
車
券
の
要

件
範
囲
の
拡
大
は
。

答
　
子
ど
も
た
ち
の
市
内

移
動
や
部
活
動
の
交
流
試

合
な
ど
、
他
校
へ
の
移
動

手
段
に
公
共
交
通
を
無
料

で
利
用
で
き
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
へ
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。

問　

対
象
者
や
条
件
は
。

答
　
子
育
て
世
代
の
移
住

を
期
待
し
て
、
市
内
外
在

住
を
問
わ
ず
、
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
全
て
を
対
象

と
し
、
小
学
生
以
下
は
フ

リ
ー
で
、
中
学
生
は
生
徒

手
帳
や
学
生
カ
ー
ド
で
の

確
認
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

妊
産
婦
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
や
区
・
自
治
会

の
地
域
間
交
流
、
民
生
委

員
さ
ん
の
活
動
支
援
、
免

許
証
を
返
納
さ
れ
た
方
の

移
動
支
援
へ
の
対
応
は
。

答
　
今
後
の
支
援
策
は
、

路
線
形
態
の
再
構
築
後
の

利
用
状
況
を
確
認
し
て
、

各
関
係
課
、
各
種
関
係
団

体
と
調
整
し
検
討
し
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
補

助
金
制
度
導
入
を
！

問　

補
助
金
制
度
適
用
は
。

答
　
市
の
負
担
を
明
確
に

す
る
た
め
に
、
補
助
金
に

す
る
こ
と
は
大
変
有
効
で

す
の
で
行
政
自
治
交
付
金

の
見
直
し
も
検
討
し
ま
す
。

問　

自
治
会
未
加
入
者
を

含
む
利
用
者
の
経
費
や
作

業
負
担
の
標
準
的
ル
ー
ル

を
示
す
べ
き
で
は
。

答
　
地
域
代
表
者
会
議
で

意
見
を
聞
い
て
ご
み
収
集

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
成

し
、
広
報
紙
や
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
等
で
周
知
し
ま
す
。

水
戸
診
療
所
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種

問　

春
は
週
６
人
だ
っ
た

水
戸
診
療
所
の
秋
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
定
は
。

答
　
10
月
か
ら
週
48
人
分

の
接
種
枠
を
確
保
し
て
い

ま
す
。

コミュニティバス子ども無料‼

会派 きずな●森　すなお 議員

が
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て

問　

質
の
悪
い
睡
眠
は
、

生
活
習
慣
病
の
罹
患
リ
ス

ク
を
高
め
症
状
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
か
ら
健
康
教
育

の
中
に
「
眠
育
」
も
必
要

で
は
。

答
　
健
康
こ
な
ん
21
計
画

に
お
い
て
目
標
設
定
し
、

睡
眠
の
重
要
性
の
理
解
が

進
む
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

問　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、

子
宮
頸
が
ん
以
外
に
も
陰

茎
が
ん
や
性
感
染
症
予
防

な
ど
に
も
有
効
で
海
外
で

は
男
女
と
も
公
費
で
接
種

し
て
い
ま
す
。
男
性
へ
の

Ｈ
Ｐ
Ｖ
接
種
の
考
え
と
接

種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

答
　
男
性
の
性
感
染
症
や

が
ん
予
防
の
観
点
で
男
性

へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
効
果
的
で
す
が
、
日

本
で
は
令
和
２
年
12
月
に

４
価
の
み
９
歳
以
上
の
男

性
へ
の
接
種
を
認
可
。
定

期
接
種
で
な
い
た
め
、
市

は
助
成
を
検
討
し
て
い
ま

せ
ん
。
国
に
対
し
定
期
接

種
化
を
要
望
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
や
支
援

の
必
要
な
方
が
希
望
す
る

投
票
支
援
を
記
入
で
き
る

「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」と

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
」導
入
に
つ
い
て

答
　
二
つ
と
も
投
票
し
や

す
い
環
境
の
整
備
と
円
滑

な
投
票
事
務
に
資
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
、
導
入

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

不

登

校

対

策

「C
O
C
O
L
O

プ
ラ
ン
」に

つ
い
て

問　

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
の
設
定
状
況
は
。

答
　
登
校
は
で
き
て
も
教

室
に
入
り
に
く
い
児
童
生

徒
の
た
め
に
石
部
小
と
菩

提
寺
北
小
以
外
の
学
校
で

は
、
自
分
に
合
っ
た
ペ
ー

ス
で
学
習
・
生
活
で
き
る

教
室
を
設
置
。
専
用
の
部

屋
の
な
い
学
校
に
お
い
て

も
個
別
に
対
応
を
し
て
教

室
へ
の
橋
渡
し
を
し
て
い

ま
す
。

生活習慣を改善することで
� 心も身体も健康に

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員
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問　

文
化
財
保
護
活
用
の

現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ

い
て

答
　
令
和
３
年
度
か
ら
再

開
さ
れ
た
文
化
財
保
護
審

議
会
か
ら
の
助
言
・
指
導

の
も
と
定
め
た
市
指
定
文

化
財
指
定
基
準
に
基
づ
き

新
規
指
定
を
進
め
て
い

ま
す
。「
湖
南
三
山
紅も

み

じ葉

巡め
ぐ

り
」
と
い
っ
た
文
化
財

活
用
は
３
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
10
月
か

ら
県
立
美
術
館
で
湖
南
市

の
文
化
財
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

問　

認
定
さ
れ
る
と
各
省

庁
の
事
業
の
補
助
金
の
率

が
上
が
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト

の
高
い「
文
化
財
保
護
活

用
地
域
計
画
」は
、
指
定

さ
れ
る
文
化
財
だ
け
で
な

く
地
域
の
大
切
に
守
り
た

い
財
を
市
民
と
協
同
し
て

作
り
上
げ
て
い
く
過
程
で

の
効
果
も
大
き
い
と
さ
れ

る
。
着
手
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
予
算
措
置
や
組
織
体

制
の
整
備
な
ど
整
え
な
が

ら
策
定
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問　
「
気
候
変
動
適
応
法
」

の
改
正
で
、
熱
中
症
対
策

が
追
加
さ
れ
た
。
本
市
で

も
①
環
境
整
備
と
し
て
公

共
施
設
や
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
店
舗
な
ど
を
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

（
暑
さ
の
避
難
が
で
き
る

場
所
）に
指
定
し
て
は
ど

う
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

所
管
す
る
部
署
に
て
検
討

し
、
関
係
部
署
・
機
関
と

連
携
を
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
企
業
へ

の
呼
び
か
け
を
含
め
、
先

進
地
の
優
れ
た
取
り
組
み

事
例
を
参
考
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

◎
他
に
②
特
に
独
居
高
齢

者
へ
の
啓
発
③
学
校
現
場

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

◎
別
項
目
で「
女
性
の
就

労
支
援
」
に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
。

熱中症対策の具体的な取り組みを

湖南市公明党議員団●副田　悦子 議員

問　

平
成
25
年
９
月
に
発

生
し
た
大
規
模
浸
水
被
害

後
の
東
庁
舎
周
辺
地
先
の

浸
水
被
害
対
策
に
つ
い
て

答
　
昨
今
の
異
常
気
象
に

伴
う
集
中
豪
雨
や
頻
発
す

る
線
状
降
水
帯
の
発
生
に

よ
り
、
市
内
各
所
に
お
い

て
冠
水
や
溢
水
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
す
。
内
水

氾
濫
対
策
に
は
、
治
水
能

力
の
引
き
上
げ
が
必
要
で

あ
り
、
流
末
と
な
る
野

洲
川
の
改
修
だ
け
で
な

く
、
野
洲
川
の
支
流
や
更

に
そ
の
支
流
の
改
修
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
家
棟
川

等
、
現
状
の
一
級
河
川
の

流
下
能
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
浚

渫
工
事
や
河
道
内
の
伐
木

等
、
措
置
が
講
じ
ら
れ
る

よ
う
滋
賀
県
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
対

応
と
し
て
、
冠
水
が
頻
発

す
る
市
道
側
溝
に
つ
い
て

は
、
原
因
を
検
証
し
、
緊

急
維
持
工
事
な
ど
で
横
断

側
溝
の
新
設
等
も
含
め
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い

で
す
。

問　

雨
量
計
設
置
箇
所
と

そ
の
活
用
内
容
に
つ
い
て

答
　
雨
量
計
は
市
内
３
箇

所
に
あ
り
ま
す
。
十
二
坊

温
泉
ゆ
ら
ら
の
南
側
約
４

０
０
メ
ー
ト
ル
の
所
と
、

丸
山
公
園
に
あ
る
２
箇
所

は
、
滋
賀
県
の
砂
防
事
業

に
よ
る
設
置
で
、
滋
賀
県

甲
賀
土
木
事
務
所
が
管
理

し
、
雨
量
デ
ー
タ
は
、
滋

賀
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
瞬
時
に

ネ
ッ
ト
で
、
一
般
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
３
箇
所
目

は
、
東
庁
舎
に
あ
り
市
が

管
理
し
て
お
り
、
災
害
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
判
断

や
、
降
雨
量
確
認
・
証
拠

デ
ー
タ
等
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

安全なまちづくりについて

会派 きずな●望月　卓 議員
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一般質問

問　

国
道
１
号
拡
幅
要
望

に
つ
い
て

答
　
滋
賀
県
や
警
察
本
部
、

近
畿
地
方
整
備
局
ま
た
国

土
交
通
省
、
財
務
省
に
対

し
て
要
望
を
訴
え
て
お
り

ま
す
が
、
現
時
点
で
も
状

況
に
変
化
な
く
、
引
き
続

き
粘
り
強
く
要
望
を
重
ね

な
が
ら
、
少
な
く
と
も
令

和
８
年
度
に
遅
滞
な
く
工

事
に
着
手
さ
れ
る
よ
う
調

整
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

県
道
４
号
三
雲
踏
切

～
三
雲
西
交
差
点
改
良
要

望
に
つ
い
て

答
　「
滋
賀
県
道
路
整
備

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
３
」
に
掲
載
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
踏
切
に
つ
い
て
は
J
R

と
の
交
渉
に
時
間
を
要
し

ま
す
が
、
早
期
着
手
に
向

け
滋
賀
県
と
調
整
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
用
地
取
得
を
伴
う
三
雲

西
交
差
点
改
良
に
つ
い
て

は
詳
細
設
計
や
測
量
の
発

注
ま
で
は
進
捗
し
て
お
ら

ず
、
ま
だ
時
間
を
要
す
る

状
況
で
す
。
こ
の
こ
と
を

受
け
暫
定
措
置
と
し
て
、

現
道
敷
地
内
で
の
歩
道
改

修
に
併
せ
て
ラ
イ
ン
処
理

の
工
事
を
発
注
さ
れ
ま
す
。

　
引
き
続
き
当
初
の
計
画

通
り
交
差
点
改
良
の
促
進

を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問　

市
道（
旧
東
海
道
）通

り
抜
け
車
両
対
策
及
び
事

故
防
止
対
策
に
つ
い
て

答
　
三
雲
ト
ン
ネ
ル
か
ら

の
朝
夕
の
慢
性
的
な
渋
滞

に
伴
う
生
活
道
路
へ
の
車

両
流
入
を
止
め
る
た
め
、

道
路
交
通
法
に
よ
り
規
制

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
通
り
ぬ
け
車
両
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
通
過
車
両
の
多
い
旧
道

交
差
点
で
は
、
安
全
義
務

を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
結

果
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
物
理
的
対

策
と
し
て
は
、
交
差
点
存

在
明
示
と
見
通
し
の
確
保

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

道路の安全対策について

会派 きずな●奥村　幹郎 議員

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

へ
通
う
子
ど
も
の
保
護
者

に
対
す
る
経
済
的
支
援
に

つ
い
て
、
進
捗
は
。

答
　
次
年
度
の
当
初
予
算

に
計
上
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　

こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
事
業
の
来
年
度
以
降

の
運
営
の
見
通
し
は
。

答
　
一
過
性
で
は
な
く
持

続
的
な
取
り
組
み
が
効
果

的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
財
源
も
含
め
創
意

工
夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問　

学
童
保
育
所
に
お
け

る
長
期
休
暇
中
の
昼
食
の

提
供
の
現
状
と
今
後
は
。

答
　
10
施
設
中
４
施
設
に

て
受
益
者
負
担
で
提
供
し

て
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
把
握

と
既
に
提
供
し
て
い
る
学

童
保
育
所
の
意
見
を
参
考

に
調
査
し
ま
す
。

問　

事
業
最
終
年
度
で
あ

る「
S
D
G
s
カ
レ
ッ
ジ
」

が
目
指
し
た
自
走
す
る
仕

組
み
の
構
築
の
進
捗
は
。

答
　
事
業
を
２
年
間
延
長

し
、
財
政
面
で
も
市
に
頼

ら
ず
民
間
の
補
助
金
等
を

活
用
し
若
者
の
主
体
的
な

運
営
を
目
指
し
ま
す
。

問　

こ
ど
も
計
画
策
定
は
。

答
　
策
定
は
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こどもまんなか社会の
� 実現に向けて

会派 きずな●中土　翔太 議員
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問　

公
共
工
事
入
札
制
度

の
変
更
に
つ
い
て
物
価
高

騰
の
影
響
は
な
い
か
。

答
　
変
動
型
最
低
制
限
価

格
制
度
に
本
年
度
か
ら
変

更
し
た
が
、
契
約
約
款
第

25
条
で
物
価
の
ス
ラ
イ
ド

条
項
が
あ
る
。
た
だ
し
工

期
１
年
以
上
等
の
条
件
が

あ
り
、
実
例
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

問　

来
年
度
の
見
直
し
は
。

答
　
よ
り
よ
い
方
式
を
検

討
す
る
が
、
当
面
の
変
更

は
な
い
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル（
C
S
）に
つ
い
て
、

本
年
度
に
C
S
広
報
冊
子

を
作
成
し
、
そ
の
経
費
の

一
部
に
理
事
等
の
謝
礼
を

充
当
し
た
地
域
が
あ
る
が
、

経
費
予
算
は
十
分
に
あ
る

の
か
。

答
　
学
校
運
営
協
議
会
は
、

協
議
と
意
見
の
場
で
あ
り
、

運
営
予
算
は
な
い
。
委
員

に
対
す
る
年
１
万
円
の
報

酬
の
み
。

問　

事
業
費
や
運
営
に
充

て
る
た
め
の
寄
付
金
を
民

間
に
依
頼
す
る
方
法
も
あ

る
が
、
教
育
に
使
用
す
る

広
報
等
に
企
業
名
等
が
掲

載
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感

が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
市
と
し
て
の
見
解
は
。

答
　
各
地
域
、
各
学
校
に

よ
っ
て
考
え
方
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に

お
任
せ
し
た
い
。

問　

公
共
施
設
の
予
約
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
入
力

等
わ
か
ら
な
い
と
い
う
利

用
者
や
代
行
入
力
す
る
手

間
が
あ
る
施
設
管
理
者
の

心
配
が
あ
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答
　
利
用
者
に
は
空
き
状

況
の
確
認
や
予
約
が
し
や

す
く
、
管
理
者
と
し
て
は

集
計
記
録
の
自
動
化
や
貸

し
館
状
況
把
握
が
し
や
す

く
な
っ
た
。

問　

入
力
等
不
慣
れ
な
方

へ
の
対
応
に
つ
い
て

答
　
事
前
に
意
見
聴
取
や

必
要
な
研
修
等
を
実
施
し
、

現
在
は
大
き
な
問
題
は
な

い
。
今
後
も
利
便
性
向
上

に
取
り
組
む
。

公共施設予約、CS運営経費、
� 公共工事入札

会派 きずな●上野　顕介 議員

孤
独
・
孤
立
対
策
自
殺
対

策
に
つ
い
て

問　

コ
ロ
ナ
後
の
影
響
は

答
　
令
和
２
年
度
以
降
、

全
国
、
滋
賀
県
、
本
市
と

も
に
自
殺
者
数
が
増
加
。

問　

来
年
４
月
１
日
、
国

は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推

進
法
を
施
行
。
地
方
公
共

団
体
は
協
議
会
の
設
置
が

努
力
義
務
と
さ
れ
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
　
こ
の
対
策
は
、
各
省

庁
に
ま
た
が
る
も
の
で
、

今
後
、
県
と
も
足
並
み
を

揃
え
な
が
ら
、
設
置
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

さ
り
げ
な
く
支
え
合

う
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
。

（
仮
）小
規
模
多
機
能
自
治

セ
ン
タ
ー
に
相
談
窓
口
を

置
く
こ
と
に
つ
い
て
。

答
　
身
近
な
相
談
窓
口
に

な
る
と
考
え
検
討
し
ま
す
。

追
い
詰
め
ら
れ
た
妊
婦
と

小
さ
な
命
を
守
る
支
援

問　

児
童
虐
待
の
相
談
件

数
の
増
加
、
子
育
て
に
困

難
を
抱
え
る
世
帯
が
顕
著

化
し
て
き
た
事
か
ら
令
和

４
年
６
月
に
児
童
福
祉
法

が
改
正
さ
れ
、
妊
産
婦
生

活
援
助
事
業
が
創
設
さ
れ

た
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
　
市
の
母
子
保
健
事
業

施
策
の
中
で
、
継
続
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

身
近
な
地
域
に
お
い

て
の
相
談
体
制
は
。

答
　
県
の
制
度
で
、
各
小

学
校
区
に
１
名「
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
推
進
員
」
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

性
教
育
の
状
況
は
。

答
　
正
し
い
知
識
を
獲
得

で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
、

子
ど
も
の
性
に
関
す
る
悩

み
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
必
要

に
応
じ
て
医
療
機
関
や
専

門
機
関
に
つ
な
ぎ
、
望
ま

な
い
妊
娠
を
防
ぐ
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

「
あ
い
の
り
こ
な
ん
」の
検

証
と
今
後
の
公
共
交
通

答
　
コ
ス
ト
が
か
か
っ
た

た
め
、
従
前
の
路
線
バ
ス

の
運
行
形
態
に
戻
し
、
駅

と
地
域
を
結
ぶ
二
次
交
通

と
し
て
再
構
築
し
て
い
き

ま
す
。

大切な命守るために

無会派●赤祖父　裕美 議員
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一般質問

問　

本
年
７
月
に
農
業
委

員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
行
政
に
お
け
る
農

業
委
員
会
の
地
位
と
役
割

に
つ
い
て

答
　
農
業
委
員
会
は
農
地

利
用
の
集
積
と
集
約
化
・

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

解
消
、
農
地
法
に
基
づ

く
農
地
の
売
買
・
賃
貸
と

い
っ
た
権
利
移
動
や
農
地

転
用
の
許
可
な
ど
、
農
地

に
関
す
る
事
務
を
執
行
す

る
機
関
で
独
立
の
行
政
委

員
会
で
す
。
そ
し
て
、
農

地
等
の
利
用
最
適
化
を
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施

す
る
た
め
の
施
策
な
ど
に

つ
い
て
、
市
に
意
見
書
を

出
す
な
ど
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　

近
年
ふ
る
さ
と
納
税

が
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。
市
に
お
け
る
状
況
に

つ
い
て

答
　
令
和
３
年
度
が
約
１

億
６
４
２
７
万
円
、
令
和

４
年
度
が
約
２
億
４
８
３

０
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
返
礼
品
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
の
特
産

品
や
体
験
型
返
礼
品
と
し

て
市
内
の
ゴ
ル
フ
場
利
用

券
や
十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら

入
浴
回
数
券
な
ど
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

翌
年
度
に
次
の
７
つ
の
事

業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

・�

天
然
記
念
物
ウ
ツ
ク
シ

マ
ツ
の
保
全
に
関
す
る

事
業

・�

図
書
館
の
機
能
充
実
に

関
す
る
事
業

・�

観
光
の
振
興
に
関
す
る

事
業

・�

歴
史
文
化
遺
産
の
周
辺

環
境
整
備
に
関
す
る
事

業
・�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
環

境
の
充
実
に
関
す
る
事

業
・�

地
域
福
祉
施
策
の
充
実

に
関
す
る
事
業

・�

そ
の
他
地
域
活
性
化
に

関
す
る
事
業

農業委員会について

無会派●松原　栄樹 議員

独
居
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
に
つ
い
て

問　

民
間
の
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
活
用
と
費
用
補
助
に

つ
い
て

答
　
現
在
は
、
体
に
不
安

を
感
じ
る
時
に
３
６
５
日

24
時
間
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
、
緊
急
時
に
は
ボ
タ

ン
１
つ
で
助
け
を
求
め
ら

れ
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
当
た
り
、
利
用
料
等

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

既
存
事
業
の
拡
充
に
つ
い

て
調
整
を
進
め
ま
す
。

県
道
22
号
線
の
渋
滞
対
策

に
つ
い
て

問　

渋
滞
緩
和
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

答
　
道
路
管
理
者
で
あ
る

滋
賀
県
に
要
望
し
ま
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

問　

公
共
施
設
の
定
期
的

な
修
繕
・
改
修
に
つ
い
て

答
　
基
本
的
に
新
規
施
設

を
整
備
せ
ず
に
、
既
存
施

設
を
活
用
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
方
針
で

す
。

　
施
設
を
長
期
的
に
利
用

す
る
た
め
、
破
損
等
が
発

生
し
た
後
に
修
繕
等
を
行

う「
事
後
保
全
型
」
か
ら
、

計
画
的
に
保
全
や
改
修
等

を
行
う「
予
防
保
全
型
」
へ

の
転
換
を
図
り
、
計
画
的

な
修
繕
・
改
修
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
施
設
を
建
設
す
る
際
は

建
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
を
小
さ
く
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
自
治
に
つ

い
て

問　

市
民
へ
の
説
明
と
合

意
に
つ
い
て

答
　
市
民
へ
し
っ
か
り
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
９

年
度
の
間
に
石
部
文
化
総

合
セ
ン
タ
ー
の
解
体
と
、

石
部
中
学
校
区
に
お
け
る

小
規
模
多
機
能
自
治
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

小規模多機能自治について、
� 他３件

日本共産党湖南市議員団●川波　忠臣 議員
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市民の方へ分かりやすい
� 情報発信を！

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

問　

民
間
事
業
者
と
協
力

し
て
、
福
祉
車
両
の
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

車
い
す
利
用
者
の
方
が
ご

家
族
や
友
人
と
気
軽
に
出

か
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
行

う
考
え
は
。

答
　
現
時
点
で
、
行
政
主

導
で
の
事
業
介
入
は
避
け

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

市
内
で
福
祉
車
両
を

レ
ン
タ
カ
ー
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
事
業
所
が
あ

り
ま
す
。
情
報
提
供
が
必

要
で
は
。

答
　
情
報
収
集
し
、
発
信

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

障
が
い
者
の
方
へ
の
制
度

に
つ
い
て

問　

精
神
障
が
い
者
の
福

祉
医
療
の
助
成
拡
充
の
対

象
者
の
数
は
。

答
　
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
１
級
保
持
者
47

人
と
、
２
級
の
方
で
療
育

手
帳
ま
た
は
身
体
障
害
者

手
帳
３
級
の
い
ず
れ
か
の

保
持
者
２
人
を
合
わ
せ
て

49
人
で
す
。

問　

市
単
独
事
業
と
し
て

助
成
拡
充
は
。

答
　
市
町
一
丸
で
制
度
拡

充
の
働
き
か
け
を
県
に
行

い
ま
す
。

問　

20
歳
以
上
で
著
し
く

重
い
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
特
別
な
介
護
が

必
要
な
人
が
対
象
の
特
別

障
害
者
手
当
の
実
態
は
。

答
　
手
当
月
額
は
、
２
７
，

９
８
０
円
で
83
人
に
支
給
。

問　

対
象
と
な
る
方
が
抜

け
落
ち
て
い
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
　
職
員
が
医
師
へ
の
相

談
を
促
す
対
応
を
徹
底
し
、

受
給
漏
れ
と
な
ら
な
い
よ

う
に
努
め
ま
す
。

◎
他
に
熱
中
症
対
策
と
小

規
模
多
機
能
自
治
構
想
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

消防力の強化について

無会派●加藤　貞一郎 議員

非
常
勤
消
防
団
の
役
割
と

現
状
の
課
題
に
つ
い
て

問　

消
防
団
は
、
地
域
に

お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・

非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地

域
に
密
着
し
、
住
民
の
安

心
と
安
全
を
守
る
と
い
う
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
近
年
、

消
防
団
員
が
減
少
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
本
市

と
し
て
団
員
確
保
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

答
　
消
防
団
員
の
任
用
要

件
の
見
直
し
や
本
業
の
傍

ら
非
常
勤
公
務
員
と
し
て

活
動
い
た
だ
く
消
防
団
員

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
の

検
証
や
団
員
の
活
動
状
況

等
総
合
的
に
状
況
把
握
し
、

実
情
に
合
っ
た
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

通
学
手
段
に
つ
い
て

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

活
用
に
つ
い
て
）

問　

岩
根
小
学
校
ま
で
遠

距
離
通
学
し
て
い
る
朝
国
、

正
福
寺
地
先
か
ら
の
児
童

の
通
学
手
段
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
活
用

す
る
取
り
組
み
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
、
お
尋

ね
し
ま
す
。

答
　
次
年
度
に
お
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
大

幅
な
路
線
体
系
の
見
直
し

を
検
討
す
る
中
で
、
バ
ス

路
線
と
通
学
路
が
合
致
す

れ
ば
、
通
学
途
中
の
一
部

区
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
現

行
の
通
学
距
離
を
減
少
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
疲
労

の
軽
減
や
交
通
安
全
が
図

れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
料
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
べ
く
小
中
学
生

の
無
料
化
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

精神障がい者
への補助状況

長
浜
市

守
山
市

米
原
市

日
野
市

竜
王
市

湖
南
市

精神科入院 ○△△○○×

精神科
以外

通院 ○△×○○×

入院 ○△×○○×

守山市 精神障害者手帳１、２級の
高齢者のみ

米原市 精神障害者手帳１、２級の入院
費の１／２のみ助成

一般質問
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一般質問

防災の情報発信と
� 学校トイレの清掃について

会派 きずな●藤川　みゆき 議員

防
災
に
つ
い
て

問　

Ｈ
Ｐ
の
防
災
に
関
す

る
情
報
等
が
１
年
以
上
前

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
平
時
の
情
報
発
信
の

体
制
は
。

答
　
必
要
に
応
じ
て
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
公
式

ア
プ
リ
「
こ
な
ん
い
ろ
」、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
を
活
用
し
、
随
時

気
象
等
の
情
報
発
信
も

行
っ
て
い
ま
す
。
情
報
の

備
え
は
大
事
で
あ
り
、
よ

り
一
層
の
情
報
の
適
正
な

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
廃

止
に
伴
い
、
県
の
Ｈ
Ｐ
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
地

点
の
変
更
が
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
別
に
変
わ
る
地
点

の
情
報
は
。

答
　
当
該
施
設
の
削
除
手

続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
既
設
の
地
点
の
み
で

救
急
医
療
対
応
が
可
能
か
、

増
設
も
含
め
て
甲
賀
広
域

行
政
組
合
消
防
本
部
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

市
道
狐
谷
線
の
現
状

及
び
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答
　
昨
年
度
末
よ
り
、
歩

道
用
地
に
必
要
な
土
地
に

つ
い
て
、
法
人
を
含
む
対

象
地
権
者
９
名
と
交
渉
を

重
ね
、
８
月
末
現
在
で
６

名
と
契
約
を
締
結
し
、
９

月
中
に
は
法
人
１
件
の
契

約
を
締
結
で
き
る
見
込
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
用

地
取
得
の
残
る
２
名
の
地

権
者
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
粘
り
強
く
交
渉
し
て

ま
い
り
ま
す
。
工
事
は
２

箇
年
計
画
と
し
て
お
り
、

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は

石
部
中
学
校
正
門
近
く
の

主
要
地
方
道
石
部
草
津
線

か
ら
市
道
狐
谷
線
ま
で
の

延
長
85
ｍ
の
整
備
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
11
月
か
ら

工
事
着
手
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
お
り
、
来
年

３
月
末
ま
で
の
工
期
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

問　

ホ
リ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

に
代
わ
る
組
織
作
り
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て

問　

情
報
媒
体
で
あ
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
の
情
報
発
信
が
十
分
に

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

答
　
令
和
３
年
９
月
に
運

用
の
切
り
替
え
を
し
た
際
、

再
登
録
が
ま
だ
の
方
に
は

配
信
で
き
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か

り
情
報
発
信
を
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ

い
て

問　

洋
式
化
の
改
修
工
事

が
さ
れ
た
市
内
全
学
校
の

ト
イ
レ
の
衛
生
面
保
持
の

た
め
、
年
に
一
度
で
も
専

門
業
者
に
よ
る
清
掃
を
委

託
し
て
は
。

答
　
普
段
の
清
掃
で
は
解

消
で
き
な
い
臭
い
な
ど
は

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
、

そ
の
際
に
は
清
掃
委
託
も

加
え
て
他
市
町
の
事
例
も

参
考
に
今
後
検
討
し
ま
す
。

答
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
日
中
一
時
支
援
事

業
の
創
設
に
よ
り
、
療
育
、

ま
た
、
生
活
支
援
の
意
味

合
い
は
薄
れ
た
も
の
の
、

保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
声
も
お
聞
き

す
る
中
で
、
全
て
の
国
民

が
障
が
い
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
互
い
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
、
理

解
し
合
い
な
が
ら
共
に
生

き
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
共

生
社
会
づ
く
り
に
意
義
が

あ
る
と
結
論
付
け
た
と
こ

ろ
で
す
。
障
が
い
の
あ
る

人
が
、
お
住
ま
い
の
地
域

で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
ど
う

整
え
て
い
く
の
か
と
い
う

観
点
で
、
複
数
の
場
で
障

が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

と
の
関
係
が
構
築
さ
れ
る

展
開
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
、
具
体

的
に
は
既
存
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
参
画

い
た
だ
く
取
り
組
み
も
考

え
て
お
り
ま
す
。

通学路及び
� ホリデースクールについて

会派 きずな●大島　正秀 議員

LINE公式アカウントの
再登録を！
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左から　副田悦子委員　上野顕介委員　川波忠臣委員
　　　　奥村幹郎委員長　永田誠治副委員長

【７月】

【８月】

【９月】

 ７日―議会広報委員会
10日―福祉教育常任委員会
14日―議会広報委員会
21日―議会運営委員会
26日―総務常任委員会
 ７日―議員全員協議会
 ８日―産業経済常任委員会
17日―小規模多機能自治検討特別委員会

23日―会派代表者会議
24日―小規模多機能自治検討特別委員会

28日―議員全員協議会
30日―議会運営委員会
    　　議会広報委員会
  1日―議員全員協議会
    　　本会議［９月定例会（１日目）］
    　　産業経済常任委員会
    　　福祉教育常任委員会
 ８日―本会議［９月定例会（２日目）］
11日―本会議［９月定例会（３日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
12日―本会議［９月定例会（４日目）］
    　　決算常任委員会
13日―決算常任委員会
14日―決算常任委員会
15日―決算常任委員会
19日―産業経済常任委員会
    　　福祉教育常任委員会
    　　総務常任委員会
20日―予算常任委員会
22日―議会改革推進特別委員会
25日―議会運営委員会
26日―本会議［９月定例会（５日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
    　　会派代表者会議
    　　議会広報委員会

開会 11月29日（水） 閉会 12月20日（水）
令和５年12月議会定例会の仮日程をお知らせします

＜仮日程＞
11月29日（水）　■本会議　提案説明
12月  6日（水）　■本会議　一般質問
12月  7日（木）　■本会議　一般質問
12月  8日（金）　■本会議　一般質問
    　    　 　 　 議案質疑等
    　    　 　 　●委員会

12月11日（月）　●委員会
12月12日（火）　●委員会
12月13日（水）　●委員会
12月20日（水）　■本会議
    　    　 　 　 委員長報告
    　    　 　 　 採決

◇傍聴席では…
　議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。
係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ
とになっています。

◇傍聴の申し込みは…
　会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は事前に議事課へご連絡ください。
※ 事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、
11月末ごろに議事課☎0748-71-2347へお問い合わせ
ください。

会 誌議 日

　猛暑に熱帯夜と、明け暮れた夏も去り、涼風に誘われて
見上げる空に、うろこ雲、すじ雲、いわし雲、秋の気配に
いやされる今日この頃です。
　忘れてはならないのが、５類になったとはいえ、終息の
兆しが見えない、コロナウイルス感染症の変異株と息つく
間もなく季節外れにはやりだしたインフルエンザと不安な
日々が続いている今だからこそ市民の皆様に寄り添い住み
よい湖南市になりますよう、市議会議員一同力を合わせて、
頑張ってまいります。
  議会広報委員会副委員長　永田誠治

編
集
後
記

〈議会広報委員会〉
　各委員会の改選に伴い、このメンバーでの編集は最後となりました。
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